
■無痛分娩


無痛分娩とは、主に硬膜外麻酔を使って陣痛や分娩時の痛みを軽減して出産する方法です。当院の無痛分娩は、計画分娩で対応しております。

詳しくは、産科外来の担当医にお気軽にご質問ください。


■硬膜外麻酔とは？


背中に細いチューブを硬膜外腔という部分に挿入して麻酔薬を注入し、下半身の痛みを和らげる技術です。

全身麻酔と違って、意識ははっきりとしているため、赤ちゃんが産道を降りてくる感覚や、お腹が張って来る

感じはわかるため、「自分で産んでいる」という満足感を得ることができます。

ただし、自然分娩よりもより医療が介入する出産方法であることから、独特のメリットやデメリットがあることを

理解しておきましょう。

メリット

・分娩に対する不安や恐怖感、陣痛の痛みからくるストレスが軽減され、心身ともに落ち着いた状態で分娩に臨むことができます。

・痛みが緩和されるため分娩時の体力の消耗が少ないことから、産後の体力の回復が早くなることが期待できます。

・緊急時はそのまま帝王切開に移行することが可能です。迅速に手術用の麻酔をかけて速やかに手術を開始できます。

デメリット

・まれに麻酔の影響で、軽度の血圧低下を起こすことがあります。

・陣痛が弱くなるため、分娩時間が長くなることがあります。

・いきみの力が弱くなることから、吸引や鉗子を使った分娩になる場合があります。


■無痛分娩の費用


当院の無痛分娩は、基本的に計画無痛分娩です。計画無痛分娩の場合、通常の分娩費用に下記の料金を加算させていただきます。


・計画無痛分娩加算：140,000円


■参考動画のご案内


当院の無痛分娩について


